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新年度にあたって

鳥取県福祉研究学会 学会奨励賞受賞
新型コロナ感染症対策について

研修会情報

事務局よりお知らせとお願い ①・②

第2回保健医療委員会研修会

特集 中部つながろう会

新
年
度
に
あ
た
っ
て

常
務
理
事
・
事
務
局
長

岸
本

照
之

陽
春
の
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。
会
員

の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
本
会
運
営
に

格
別
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

４
月
か
ら
常
務
理
事
に
加
え
事
務
局

長
を
務
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
微

力
で
す
が
、
本
会
の
発
展
の
た
め
尽
力

い
た
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

本
会
は
、
日
本
社
会
福
祉
士
会
第
２

期
中
期
計
画
に
基
づ
き
昨
年
度
事
務
局

独
立
を
行
い
ま
し
た
。
会
員
数
も
３
５

０
名
弱
の
体
制
で
の
船
出
と
な
り
ま
し

た
。
役
員
は
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
の
活

動
で
あ
り
、
事
務
局
も
新
人
で
不
慣
れ

な
中
、
会
員
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

３
月
13
日
、
第
32
回
社
会
福
祉
士
国

家
試
験
の
合
格
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

合
格
者
の
皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
本
会
で
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
と
し
て
の
社
会
福
祉
士
の
資
質
向

上
を
図
る
た
め
基
礎
研
修Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

の
開

催
を
通
じ
て
認
定
社
会
福
祉
士
の
養
成

等
を
行
う
と
と
も
に
、
権
利
擁
護
活
動

を
行
う
成
年
後
見
人
人
材
育
成
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
委
員
会
活
動

や
地
区
活
動
を
通
じ
て
、
資
質
向
上
や

会
員
交
流
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
入
会
を
検
討
い
た
だ
き
、

一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

鳥
取
県
福
祉
研
究
学
会
第
13
回
研
究

発
表
会
が
2
月
15
日(

土)

鳥
取
看
護
大

学
・
鳥
取
短
期
大
学
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
口
述
発
表
28
題
が
6
つ
の

領
域
の
分
科
会
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
ま
し

た
。鳥

取
県
社
会
福
祉
士
会
権
利
擁
護
セ
ン

タ
ー
ぱ
あ
と
な
あ
鳥
取
よ
り
、
西
部
地
区

運
営
委
員
３
名
（
発
表
者
：
平
林
和
宏
、

共
同
研
究
者
：
本
池
峰
、
安
達
美
奈
子
）

が
中
心
と
な
り
、
『
成
年
後
見
制
度
利
用

促
進
法
に
お
け
る
社
会
福
祉
士
の
役
割
と

は
～
後
見
人
受
任
機
能
の
強
化
を
目
指
し

て
～
』
を
研
究
テ
ー
マ
と
し
、
口
述
発
表

を
行
い
ま
し
た
。
同
日
、
授
賞
式
に
て
、

地
域
福
祉
・
そ
の
他
社
会
福
祉
領
域
に
お

い
て
学
会
奨
励
賞
（
優
秀
賞
）
を
受
賞
し

ま
し
た
。

世
界
最
高
水
準
の
少
子
高
齢
化
が
進
む

日
本
に
お
い
て
、
成
年
後
見
の
利
用
ニ
ー

ズ
が
増
え
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
お
り
、

発
表
後
に
は
多
数
の
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、

成
年
後
見
制
度
に
対
す
る
期
待
や
関
心
の

高
さ
が
伺
え
ま
し
た
。

受
賞
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
を
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
こ
れ
を
契
機
と

し
て
よ
り
一
層
県
民
の
福
祉
向
上
に
寄
与

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

鳥
取
県
福
祉
研
究
学
会
第
13
回
研
究
発
表
会

学
会
奨
励
賞
（優
秀
賞
）を
受
賞
し
ま
し
た

２
０
１
９
年
度

第
２
回
保
健
医
療
委
員
会
研
修
会

２
０
２
０
年
２
月
22
日(

土)

錦
海
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

『
所
属
医
療
機
関
の
役
割
』

太
田

く
に
よ

さ
ん

鳥
取
県
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
鳥
取

難
病
相
談
員

仁
田

あ
ゆ
み

さ
ん

西
伯
病
院

地
域
連
携
室

主
幹
社
会
福
祉
士

『
診
療
報
酬
改
定
と
地
域
医
療
構
想
』

善
波

吉
人

さ
ん

錦
海
リ
ハ
ビ
リ
病
院

事
務
長
兼
地
域
医
療
連
携
室
長

受賞者集合写真
発表者の平林和宏さん（ぱあとなあ鳥取運営委員）

は右から2番目

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
係
る

行
事
及
び
研
修
会
の
対
応
に
つ
い
て
（お
願
い
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
っ
て

お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
ま
し
た
方
々
に
謹

ん
で
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
罹
患
さ
れ
た
皆
様
の
早
期
回
復
と
感

染
の
早
期
終
息
を
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
が

世
界
で
広
が
る
中
、
鳥
取
県
社
会
福
祉
士

会
で
は
、
会
員
の
皆
様
の
健
康
と
安
全
、
感

染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
計
画
し
て
い
ま

す
行
事
・
研
修
会
で
あ
っ
て
も
、
止
む
を
得

ず
中
止
ま
た
は
延
期
に
変
更
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
必
ず
参
加
前
に

最
新
情
報
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

な
お
、
開
催
に
あ
た
っ
て
は
感
染
拡
大
防

止
に
細
心
の
注
意
を
払
い
、
対
応
に
最
善
を

尽
く
し
て
参
り
ま
す
。
参
加
さ
れ
ま
す
会

員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
手
洗
い
徹

底
や
マ
ス
ク
の
ご
準
備
、
感
染
防
止
策
へ
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
発
熱
や
呼
吸
器
症
状
が
あ
る
方
は

参
加
を
ご
遠
慮
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
加

え
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

事務局より
お知らせとお願い ①

・4月1日付で岸本照之 常務理事が事務局長
に就任しました。

・『委員会希望調査』に記載のうえ5月22日
(金)までにＦＡＸ又は郵送で返信ください。

・『会員調査票』に記載のうえ5月22日(金)
までにＦＡＸ又は郵送で返信ください。

皆様のご協力に感謝申し上げます



研修会情報

開催期日
研修会名
主催団体名

会 場 受付状況

2020年 7月26日(日) 
2020年11月21日(土)
集合研修 2日間・レポート

2020年度 基礎研修Ⅰ

主催：一般社団法人 鳥取県社会福祉士会
倉吉体育文化会館

申込締切
6月19日（金）
※県社士会ﾎｰ
ﾑﾍﾟｰｼﾞより申し
込みください。

未 定
集合研修 11日間(60時間)

・レポート

2020年度 基礎研修Ⅱ

主催：一般社団法人 鳥取県社会福祉士会
未 定 受付準備中

未 定
集合研修 11日間

(56時間30分)・レポート

2020年度 基礎研修Ⅲ

主催：一般社団法人 鳥取県社会福祉士会
未 定 受付準備中

N
EW

S
 LET

T
ER

春
号

発
行
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せ
て

一般社団法人鳥取県社会福祉士会
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皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
発

行
に
あ
た
り
、
情
報
を
い

た
だ
い
た
会
員
の
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
よ
り
当
会

の
総
会
や
研
修
会
等
の
延

期
が
あ
い
つ
ぎ
ま
し
た
。

当
会
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

今
後
も
必
要
な
情
報
が
あ

れ
ば
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

SNS

を
活
用
し
て
発
信
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
年
度
を
迎
え
、
様
々

な
事
業
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
後
も
情
報
発
信

に
つ
と
め
て
い
き
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

(

組
織
委
員
会
委
員
長

松
嶋
ま
ゆ
み
）

※掲載の研修情報は2020年3月23日現在の情報です。

特
集

中
部
つ
な
が
ろ
う
会

「
中
部
つ
な
が
ろ
う
会
」
は
中
部
で
活
動

す
る
社
会
福
祉
士
の
顔
の
見
え
る
関
係
づ

く
り
を
目
的
と
し
、
主
に
年
間
１
〜
２
回

の
研
修
会
と
会
員
懇
親
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

発
足
当
初
は
、
鳥
取
県
中
部
地
震
の
際

の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
の
体
験
を
語
り

合
う
場
を
持
ち
会
員
の
交
流
促
進
を
図
り

ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
公
証
人
さ
ん
や
、

子
ど
も
食
堂
を
運
営
さ
れ
る
地
域
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
さ
ん
を
講
師
に
迎
え

た
研
修
会
や
、
地
域
共
生
社
会
構
築
の
中

心
的
な
機
関
で
あ
る
社
会
福
祉
協
議
会
を

知
る
た
め
の
研
修
会
を
開
催
す
る
な
ど
、

中
部
地
区
で
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
を
行
う

上
で
の
幅
広
い
繋
が
り
づ
く
り
を
し
て
い

ま
す
。

今
年
度
は
「
体
験
型
」
を
テ
ー
マ
に
、

地
域
づ
く
り
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す

る
研
修
を
計
画
中
で
す
。
た
く
さ
ん
の
皆

さ
ん
と
の
「
つ
な
が
り
」
を
作
り
、
中
部

地
区
の
社
会
福
祉
士
の
活
動
を
盛
り
上
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
奮
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
！

次
回
は
『
高
齢
者
生
活
支
援
委
員
会
』
を
特
集
し
ま
す
。

事務局よりお願い ②

職場等の変更がありました方は変更手続きをお済ま
せください。今年度発行の県士会名簿の掲載内容に
も関わりますので、該当される会員の皆様は、4月
30日までにお願いいたします。

変更届は(公社)日本社会福祉士会ホームページ
『会員専用サイト』 → 『事務手続き関係』
で詳細を確認できます。
https://www.jacsw.or.jp/02_nyukai/files/henk
otodoke.pdf で届出用はダウンロードできますの
で、必要事項を記入のうえ 日本社会福祉士会

へFAX送信ください。FAX:03-3355-6543

『変更届』を提出ください

第
2
回
保
健
医
療
委
員
会
研
修
会
を
2

月
22
日(

土)

に
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
予
防
策
を
徹
底
す
る
た
め
、
参
加
者
に

は
入
室
前
の
手
洗
い
、
手
指
消
毒
の
実
施
、

マ
ス
ク
の
着
用
を
義
務
づ
け
ま
し
た
。
ご

存
じ
の
通
り
2
月
25
日(

火)

の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
基
本
方
針
の

発
出
等
を
受
け
ま
し
て
、
19
年
度
は
以
後

の
当
会
主
催
行
事
並
び
に
研
修
は
全
て
中

止
又
は
延
期
の
判
断
と
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
の
で
、
当
会
に
と
っ
て
は
結
果
的

に
年
度
最
後
の
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

保
健
医
療
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
も

会
員
所
属
機
関
の
役
割
や
実
際
の
活
動
内

容
を
通
じ
て
、
地
域
医
療
資
源
へ
の
知
識

を
深
め
て
お
り
、
今
回
は
太
田
さ
ん
・
仁

田
さ
ん
よ
り
実
際
の
相
談
支
援
の
内
容
も

交
え
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
善
波
さ

ん
か
ら
は
テ
ー
マ
と
な
っ
た
次
年
度
診
療

報
酬
改
定
と
地
域
医
療
構
想
に
つ
い
て
の

お
話
か
ら
、
そ
も
そ
も
の
出
発
点
と
な
る

骨
太
方
針
や
未
来
投
資
戦
略
の
内
容
ま
で

触
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

20
年
度
は
会
員
の
活
動
報
告
に
加
え
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
践
理
論
に
フ
ォ
ー

カ
ス
し
て
学
び
の
場
を
提
供
し
、
医
療
分

野
の
認
証･

認
定
研
修
開
催
も
視
野
に
入
れ
、

益
々
の
活
動
充
実
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

左上 司会：郷原加奈江 さん（鳥取大学医学部附属病院）
右上 発表：太田くによ さん（難病相談支援センター鳥取）
左下 発表: 仁田あゆみ さん（西伯病院）
右下 委員長:森脇英子さん（鳥取大学医学部附属病院）

第
2
回
保
健
医
療
委
員
会
研
修
会

https://www.jacsw.or.jp/02_nyukai/files/henkotodoke.pdf

